
【
用
語
解
説
】

※
１
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
：
ア
メ
リ

カ
の
名
門
証
券
会
社
で
投
資
銀
行
で

も
あ
る
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が

20
年
9
月
15
日
に
破
綻
し
、
世
界
の

金
融
市
場
に
与
え
た
衝
撃
の
こ
と
。

※
２
完
全
失
業
率
：
総
務
省
統
計
局

の
労
働
力
調
査
が
全
国
の
約
４
万
世

帯
を
標
本
調
査
し
て
、
毎
月
発
表
す

る
統
計
の
指
標
。

完
全
失
業
率
（
％
） 

＝ 

完
全
失
業
者 

÷ 

労
働
力
人
口 

×
１
０
０

※
３
求
人
倍
率
：
１
人
の
求
職
者
に

対
し
て
ど
れ
だ
け
の
求
人
が
あ
る
か

を
示
す
指
標
。 

　
「
有
効
求
人
倍
率
」
と
「
新
規
求

人
倍
率
」
が
あ
り
、
公
共
職
業
安
定

所
で
扱
う
求
職
者
数
お
よ
び
求
人
数

の
デ
ー
タ
か
ら
計
算
さ
れ
る
。

　
「
新
規
求
人
」
と
は
、
そ
の
月
に

受
け
付
け
た
求
人
を
い
い
、
前
月
か

ら
未
充
足
の
ま
ま
繰
り
越
さ
れ
た
求

人
と
新
規
求
人
と
の
合
計
を
「
有
効

求
人
」
と
い
う
。

　

有
効
求
人
倍
率
は
、
動
き
が
安
定

し
方
向
が
読
み
と
り
や
す
く
、
景
気

の
動
向
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
動
き
を
示

す
。 

一
般
的
に
都
市
部
で
は
高
く
、

地
方
で
は
低
い
傾
向
が
あ
る
。

ハローワークが

輪島公共職業安定所能登出張所
（ハローワーク能登）

能登町字宇出津新港 3-2-2 ☎ 62-1242

珠洲市・能登町の求人求職状況（ハローワーク能登）

平成 21 年 新規求人数
（前年度比）

有効求人数
（前年度比）

新規求職者数
（前年度比）

有効求職者数
（前年度比）

就職者数
（前年度比）

有効求人倍率
（前年度比㌽） 石川 全国

4 月 74 （▲ 30） 215 （▲ 78） 295 （19） 898 （96） 61 （▲ 3） 0.24 （▲ 0.13） 0.53 0.46

5 月 55 （▲ 9） 178 （▲ 69） 168 （13） 849 （159） 40 （▲ 3） 0.21 （▲ 0.15） 0.50 0.44

6 月 134 （16） 204 （▲ 30） 118 （16） 757 （186） 41 （▲ 6） 0.27 （▲ 0.14） 0.48 0.43

7 月 71 （11） 219 （12） 119 （▲ 16） 700 （156） 83 （35） 0.31 （▲ 0.07） 0.47 0.43

8 月 90 （20） 196 （▲ 9） 141 （42） 696 （156） 54 （10） 0.28 （▲ 0.10） 0.45 0.42

9 月 151 （19） 230 （▲ 2） 149 （▲ 24） 708 （113） 93 （34） 0.32 （▲ 0.07） 0.47 0.43

10 月 81 （▲ 4） 216 （▲ 29） 254 （78） 763 （128） 175 （31） 0.28 （▲ 0.11） 0.48 0.44

11 月 72 （16） 198 （▲ 14） 132 （30） 637 （143） 65 （0） 0.31 （▲ 0.12） 0.47 0.45

計 728 （39） 1,656 （▲ 219） 1,376 158 6,008 （1,137） 612 98 ― ― ― ―
22010.2  № 603

能
登
町
の
雇
用
情
勢
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か

　

不
況
の
影
響
で
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
す
。
特
に
昨
年
1
月
か
ら
急
激

に
悪
く
な
り
ま
し
た
。
5
月
の
有
効

求
人
倍
率
は
過
去
最
悪
の
０
・
21
。

6
月
以
降
は
０
・
３
前
後
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

最
新
の
デ
ー
タ
で
あ
る
11
月
の
県

内
平
均
は
０
・
47
で
す
が
、
金
沢
と

加
賀
が
０
・
６
以
上
と
高
く
、
小
松

と
能
登
が
共
に
０
・
31
と
低
い
倍
率

で
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
サ
ポ
ー
ト
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
登
で
は
新
し
い

求
人
の
情
報
が
入
る
た
び
に
、
そ
の

職
に
合
い
そ
う
な
求
職
者
に
情
報
を

提
供
し
て
求
職
と
求
人
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

失
業
し
た
人
に
失
業
給
付
を
行
う

雇
用
保
険
の
事
務
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

が
行
い
ま
す
。

　

事
業
主
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

雇
用
し
た
場
合
や
起
業
し
た
場
合
の

各
種
助
成
金
や
奨
励
金
を
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

　

転
職
希
望
者
向
け
の
訓
練
も
あ
っ

せ
ん
し
て
い
ま
す
。
松
波
に
あ
る
県

立
能
登
産
業
技
術
専
門
校
に
は
、
造

園
科
、
建
築
科
、
Ｏ
Ａ
科
、
情
報
ビ

ジ
ネ
ス
科
が
あ
り
、
半
年
間
の
訓
練

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在

も
53
人
が
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。

新
卒
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
の

就
職
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

　

平
成
21
年
12
月
末
現
在
で
、
22
年

3
月
高
校
卒
業
予
定
者
の
う
ち
、
公

務
員
や
縁
故
採
用
を
除
く
就
職
希
望

者
は
１
０
１
人
。
内
定
率
は
95
㌫
で

す
。
管
内
（
珠
洲
市
・
能
登
町
）
の

求
人
数
は
35
で
、
約
30
人
が
地
元
で

就
職
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
傾
向
と
し
て
は
県
外
へ
の

就
職
が
減
っ
て
、
金
沢
と
地
元
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

20
年
度
の
Ｕ
タ
ー
ン
求
職
者
の
数

は
、
能
登
町
で
45
人
で
し
た
。
年
代

別
に
見
る
と
、
40
代
が
少
な
い
と
い

う
以
外
は
、
各
年
代
同
じ
よ
う
な
人

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
就
職
し
た
人

は
22
人
で
、
若
い
人
は
比
較
的
就
職

で
き
て
い
ま
す
が
、
中
高
年
層
は
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
登
の
モ
ッ
ト

ー
は
何
で
し
ょ
う
か

　
「
懇
切
・
公
正
・
迅
速
」。
す
べ
て

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
掲
げ
る
モ
ッ
ト

ー
で
す
。

　

こ
こ
に
来
所
さ
れ
る
人
に
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
能
登
が
持
っ
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
を
全
部
提
供
し
て
、
満
足
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
一
同
、
皆
さ
ん
が
気
兼
ね
な
く

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
相
手
の
立
場

に
立
っ
て
対
応
す
る
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。

働
き
た
く
て
も
仕
事
が
な
い
―
。

平
成
20
年
9
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

※
１

以
降
、
世
界
は
「
百
年
に
一
度
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
の
経
済
危
機
に
直
面
し
て

い
る
。
日
本
で
も
派
遣
社
員
、
期
間
従
業

員
な
ど
非
正
規
労
働
者
の
契
約
打
ち
切
り

が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

21
年
7
月
の
完
全
失
業
率
※
2

は
５
・
７
％

と
戦
後
最
悪
を
記
録
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能

登
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
※
3

は
21
年
5

月
に
過
去
最
悪
の
0
・
21
ま
で
落
ち
込
ん

だ
。
厳
し
い
雇
用
情
勢
は
現
在
も
続
い
て

い
る
。

求
職
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
雇
用
情

勢
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
に
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
や
町
は
、
全
力
で
支
援
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

今
月
は
町
の
雇
用
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

求職をサポート
会社や事業主からの求人に対して、求職者をあっせんする国の機
関がハローワークと呼ばれる公共職業安定所。今回、珠洲市と能
登町を管轄する「ハローワーク能登」の村井郁

いくよし

祥所長に、地域の
雇用情勢やサポート体制などを聞いた。

能登町の

雇用リポート
ショッピング
センター

県水産総合
センター

能登高校
世界一の縄文土器

0.31有
効
求
人
倍
率



就職をサポート
能登町での就職・起業をサポートするため平成 20 年に設置され
た能登町雇用創出連絡協議会。「醸しの郷」をキーワードにした
長期研修、能登町を知り事業主と求職者のネットワークを広げる
集合研修、新規事業開発研修などを行っている。

国
の
支
援
を
受
け
て

雇
用
創
出
事
業
を
展
開

　

雇
用
創
出
に
向
け
た
意
欲
が
高
い

地
域
を
国
（
厚
生
労
働
省
）
が
支
援

す
る
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
（
新

パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
に
採
択
さ
れ
た

能
登
町
の
「
醸
し
の
郷
の
推
進
と
生

活
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
雇
用
創
出
事

業
」
は
、
①
人
材
育
成
②
雇
用
拡
大

③
就
職
促
進
―
の
３
つ
を
柱
と
す
る

計
画
で
、
平
成
20
年
か
ら
3
年
計
画

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

事
業
を
実
施
す
る
能
登
町
雇
用
創

出
連
絡
協
議
会
（
以
下
協
議
会
）
は
、

交
流
や
情
報
交
換
を
目
的
に
、
町
の

商
工
会
を
は
じ
め
農
林
水
産
業
関
係

各
種
団
体
・
建
設
産
業
連
絡
協
会
・

金
融
機
関
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
団

体
。
役
場
内
に
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
設
置
し
、
研
修
の
実
施
、
仕

事
や
暮
ら
し
に
関
す
る
相
談
や
問
い

合
わ
せ
に
対
応
し
て
お
り
、
国
の
許

可
を
得
て
職
業
紹
介
も
可
能
だ
。　

 

　

就
職
・
定
住
を
支
援
し
醸
し
の
郷

で
あ
る
能
登
町
で
新
し
い
暮
ら
し
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
。

雇
用
が
厳
し
い
時
代
に

求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
を

　

珠
洲
市
と
能
登
町
を
管
轄
し
て
い

る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
登
が
公
表
し
て

い
る
管
内
最
新
（
11
月
）
の
有
効
求

人
倍
率
は
０
・
31
。
県
内
で
最
も
就

職
が
厳
し
い
地
域
で
新
た
に
働
く
た

め
に
は
、
企
業
が
求
め
る
人
材
と
し

て
求
職
者
の
能
力
向
上
、
能
登
の
文

化
・
風
土
を
生
か
し
た
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
を
起
こ
す
な
ど
人
材
育
成
が
不

可
欠
だ
。

　

協
議
会
で
は
、
能
登
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
技
や
も
て
な
し
の
心
を
実

地
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
長
期
研

修
」、
能
登
の
文
化
を
知
り
、
事
業

主
と
就
職
希
望
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
る
「
集
合
研
修
」、
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
研
修
や
森
林
療
法
研
修
な

ど
の
「
新
規
事
業
開
発
研
修
」
を
実

施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
協
議
会
の
「
職
業
相
談

員
」
3
人
が
地
域
の
企
業
や
事
業
体

を
足
し
げ
く
ま
わ
り
、
雇
用
の
情
報

収
集
と
求
職
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。

　

20
年
7
月
か
ら
現
在
ま
で
、
研
修

や
マ
ッ
チ
ン
グ
で
新
た
に
就
職
し
た

人
は
45
人
。
当
初
の
計
画
を
上
回
る

成
果
を
上
げ
て
い
る
。

町
と
連
携
し
て

厳
し
い
情
勢
に
対
処

　

20
年
9
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
降
、
雇
用
情
勢
は
さ
ら
に
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
収
入
が
必

要
な
地
域
の
求
職
者
は
、
長
期
研
修

を
受
け
た
く
て
も
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、

町
が
行
う
緊
急
雇
用
対
策
事
業
に
よ

っ
て
、
6
カ
月
未
満
の
就
業
を
確
保

し
た
り
も
し
て
い
る
。

　

40
日
の
長
期
研
修
を
終
え
て
、
そ

の
ま
ま
研
修
先
に
就
職
し
た
人
や
、

研
修
を
生
か
し
て
就
職
を
決
め
た
人

が
た
く
さ
ん
い
る
。
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
、
新
し
い
自
分
を
発
見
す
る

た
め
に
、
こ
の
研
修
が
生
か
さ
れ
て

い
る
。

　

協
議
会
の
活
動
の
お
か
げ
で
、
こ

の
2
年
間
で
能
登
町
に
は
エ
コ
ツ
ア

ー
な
ど
新
規
産
業
に
よ
る
新
し
い
雇

用
の
形
も
芽
吹
い
て
き
た
。
地
域
の

実
情
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ポ
ー

ト
を
実
施
し
雇
用
創
造
活
動
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
。

能
登
町
雇
用
創
出
連
絡
協
議
会

（
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

能
都
庁
舎
2
階
ふ
る
さ
と
振
興
課
内

　
　
　
　
　
　
　

☎
62
―
４よ
い
こ
よ
う

１
５
４

人材育成

能登町
雇用創出

連絡協議会雇用拡大 就職促進

長期研修集合研修
新規事業
開発研修

“醸しの郷” の推進と生活サポートによる雇用創出事業

雇用創出事業で

能登町が有する伝統的技術とおもて
なしの心を長期研修を通じて伝授。

【研修内容】
・能登杜氏育成研修
・農業法人での農業研修
・森林組合での林業研修
・民宿などでの宿泊業研修
・そば屋経営や加工品づくり研修
・かやぶき職人の育成研修

【対象】
地域求職者、U・J・I ターン希望者

【研修期間】
1 日 4 時間× 40 日間
※能登杜氏育成研修は能登杜氏組
合が主催する研究会や講習会への参
加、意見交換会など

【参加費】無料
※滞在費実費、宿泊用古民家あり

月に 1 回程度、働く場である能登
町の歴史や文化、産業などについて
理解。

【研修内容】
（21 年度実施されたテーマ）
・素朴な能登の食材のもてなし
・温かき能登の人々と生きて
・能登でつながる人と素材
・能登はいいとこ
・西を示す木をもて
・能登を拓く
・民有歴史文化資産の保存

【対象】
地域求職者、長期研修参加者

【研修時間】2 時間
【参加費】無料
※内容や講師、会場は毎回変わり
ますのでお問い合わせください。

能登町の豊かな自然を生かしたエコ
ツーリズム研修と森林療法の研修。
新規事業を創出する担い手の育成が
目的。

【研修内容】
①エコツーリズム研修
　日程・時間 / ３日間、計 20 時間
　内容 / エコツーリズム入門、マー
　ケティング、プログラム作り、イ
　ンタープリター（自然の仲介者と
　なって自然解説を行う人）の仕事
　についてなど
②森林療法研修
　時間 / 計 6 時間
　内容 / フィールド調査、森林療法
　の要件・実際、スタッフの役割

【対象】事業開発希望者
【参加費】無料

事業主と求職者をつなげる 町の特色を生かした職業の

写真左から上田吉森さん（職業相談員）、薮下恭子さん（同）、雨池孝之さん（事業推進員）、和嶋良子さん（同）、廣橋義男さん（職業相談員）
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醸しの郷の技を身につ
ける各種長期研修 / 能登
町を知る集合研修 / 豊か
な資源を生かしたツー
リズム事業の創出

町内企業・事業主を対
象に、雇用創出への取
り組み促進を目的とし
た啓発セミナーを開催

研修参加者・求職者の
サポート、フォローを
行う総合窓口【サポー
トステーション】を設
置運営



研修体験者の声

定住をサポート
「能登町で暮らす」。そのためには空き家情報の提供は欠かせない。

町は昨年 12 月、インターネット上に「能登町ふるさと空き家情報」
を公開。管理運営を専門家である能登町宅地建物取引業組合が行
う。行政と民間が協力して定住サポートを行う体制が整った。

　

町
が
空
き
家
情
報
を
収
集
し
、
所

有
者
か
ら
登
録
申
請
の
あ
っ
た
物
件

に
つ
い
て
①
調
査
②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
公
開
③
問
い
合
わ
せ
対
応
④
契

約
の
サ
ポ
ー
ト
―
な
ど
を
宅
地
建
物

取
引
業
の
免
許
を
持
っ
た
わ
た
し
た

ち
が
行
い
ま
す
。

　

従
来
は
町
が
独
自
に
収
集
し
た
古

民
家
情
報
を
数
件
公
開
す
る
だ
け

で
、
あ
と
は
当
事
者
同
士
の
や
り
と

り
で
し
た
。
こ
れ
で
は
ト
ラ
ブ
ル
も

多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

町
は
能
登
町
へ
の
移
住
・
定
住
を

促
進
す
る
た
め
に
空
き
家
情
報
を
充

実
さ
せ
た
い
。
し
か
し
、
法
律
（
宅

地
建
物
取
引
業
法
）
の
壁
も
あ
っ
て

で
き
る
こ
と
に
は
限
度
が
あ
る
。
そ

れ
な
ら
町
内
の
不
動
産
業
者
と
協
力

し
て
で
き
な
い
か
―
と
い
う
こ
と

で
、町
と
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
に
は
宅
建
業
法
に
基

づ
く
業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
、
行

政
に
は
調
査
に
必
要
な
情
報
が
あ
り

ま
す
。
官
民
が
協
力
す
る
こ
と
で
物

件
調
査
や
資
料
作
成
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
、
お
客
さ
ん
に
も
行
政
や
専
門

家
が
間
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
安
心

を
与
え
ら
れ
ま
す
。
お
互
い
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
体
制
で
あ
り
、
ほ
か
の

自
治
体
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
月
18
日
現
在
ま
で
に
、
18
件
の

物
件
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
が
11

件
。
契
約
成
立
は
1
件
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
は

一
日
に
千
件
以
上
あ
り
ま
す
。
来
年

度
中
に
は
30
件
の
登
録
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

課
題
は
、
い
か
に
能
登
町
を
選
ん

で
も
ら
う
か
。
能
登
で
暮
ら
す
わ
た

し
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と

に
都
会
の
人
は
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
「
能
登

町
で
暮
ら
す
」
と
い
う
魅
力
を
、
い

か
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
―
。

例
え
ば
、
数
カ
月
住
ん
で
も
ら
っ
て

能
登
町
で
の
暮
ら
し
を
体
感
し
て
も

ら
う
「
チ
ョ
イ
貸
し
」
も
、
一
つ
の

方
法
と
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

あ
と
は
古
民
家
を
い
か
に
再
生
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
空
き
家

を
利
用
し
て
商
売
を
し
た
い
と
い
う

場
合
に
は
改
装
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
建
築
士
な
ど
と
連
携
し
て
、

古
民
家
再
生
の
良
い
提
案
が
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
も
い
ろ
い
ろ
な
サ
ポ
ー
ト
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
町
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
「
ど
う
す
れ
ば
能
登

町
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か
」

試
行
錯
誤
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

「
能
登
町
で
暮
ら
す
」魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
か

官
と
民
の
協
力
で
安
心
サ
ポ
ー
ト
を
実
現 　能登町宅地建物取引業組合

甲斐澄雄  会長

エコツーリズム研修を受講し能登町に移住した

山﨑昭宏  さん（42 歳）
埼玉県出身・笹川在住

能登町宅地建物取引業組合は、能登町に事業所登録を
行っている宅地建物取引業者でつくる組合で、能登町
から「能登町ふるさと空き家情報」管理業務を委託さ
れている団体です。

官民が協力して

「
自

分
の
残
り
の
半
生
を

か
け
て
や
り
た
い
こ

と
が
、
能
登
に
あ
る

と
直
感
し
ま
し
た
」

　

２
０
０
９
年
3
月
、
埼
玉
県
か
ら

能
登
町
に
移
住
し
た
山
﨑
昭
宏
さ

ん
。
家
庭
用
ガ
ラ
ス
食
器
の
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
世
界
を
飛
び
回
る

仕
事
か
ら
、
鉢
伏
山
の
自
然
を
生
か

し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
事
業
化
を
目
指

し
、
当
目
地
内
に
事
務
所
を
構
え
た

企
画
会
社
、
グ
ル
ー
ヴ
ィ
の
社
員
と

な
っ
た
。

　

年
収
は
減
少
。
そ
れ
で
も
「
能
登

で
の
暮
ら
し
の
豊
か
さ
に
は
、
お
金

に
か
え
ら
れ
な
い
価
値
が
あ
り
ま

す
」
と
言
い
切
る
。

　

東
京
で
の
会
社
員
時
代
、
ガ
ラ
ス

食
器
と
い
う
生
活
に
密
着
し
た
仕
事

を
し
て
い
た
山
﨑
さ
ん
の
テ
ー
マ
は

『
暮
ら
し
』。
世
界
中
の
暮
ら
し
を
見

つ
め
る
中
で
、「『
日
本
の
田
舎
』
に

は
世
界
レ
ベ
ル
の
価
値
が
あ
っ
て
、

も
っ
と
発
信
さ
れ
る
べ
き
」
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
大
宮
生
ま
れ
の
わ
た
し
に
は『
田

舎
』
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
わ
た
し
が
妻
と
知
り
合
い
、
初
め

て
『
田
舎
』
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
『
能
登
』
で
し
た
」

　

妻
の
香
奈
江
さ
ん
は
旧
富
来
町
出

身
。
知
り
合
っ
て
か
ら
は
毎
年
能
登

に
帰
省
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
能
登
に
は
都
会
で
崩
壊
し
て
い

る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
残

り
、
優
し
さ
と
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ

た
会
話
が
あ
り
ま
し
た
。
新
鮮
な
食

材
と
お
い
し
い
料
理
が
あ
り
ま
し

た
。
風
景
に
目
を
や
る
と
、
黒
い
瓦

と
白
い
壁
の
家
が
並
ん
で
い
て
、
山

も
海
も
あ
り
ま
し
た
。
能
登
の
良
さ

を
五
感
で
感
じ
て
、
こ
こ
は
日
本
の

田
舎
の
良
さ
が
大
部
分
残
さ
れ
て
い

る
地
域
だ
と
確
信
し
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
山
﨑
さ
ん
に
転
機
が
訪
れ

る
。
08
年
8
月
、民
宿
さ
ん
な
み（
矢

波
）
に
宿
泊
し
た
東
京
の
友
人
の
紹

介
で
グ
ル
ー
ヴ
ィ
と
つ
な
が
っ
た
。

11
月
に
は
町
雇
用
創
出
連
絡
協
議
会

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
修
を
受
講
。

能
登
へ
の
移
住
を
決
意
し
た
。

　
「
研
修
で
は
、実
際
に
エ
コ
ツ
ア
ー

を
事
業
と
し
て
成
り
立
た
せ
て
い
る

人
の
話
が
聞
け
ま
し
た
。
概
念
で
は

な
く
、
本
物
の
話
が
聞
け
て
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
」
と
研
修
を
振

り
返
る
。

　

能
登
に
移
住
し
て
か
ら
10
カ
月
。

こ
の
間
、
鉢
伏
山
の
整
備
を
し
な
が

ら
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
試
行
錯
誤

し
て
き
た
。

　

09
年
5
月
に
は
森
林
療
法
の
研
修

に
も
参
加
。「
森
林
療
法
は
エ
コ
ツ

ア
ー
の
付
加
価
値
を
高
め
る
柱
の
一

つ
に
な
り
ま
す
」
と
話
す
。

　

鉢
伏
山
の
エ
コ
ツ
ア
ー
は
、
本
年

春
か
ら
本
格
的
な
募
集
を
始
め
る
予

定
だ
と
い
う
。

　
「
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

お
客
さ
ん
や
地
元
の
人
に
教
え
て
も

ら
い
、
育
て
て
も
ら
い
な
が
ら
、
プ

ロ
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
お
客
さ

ん
を
お
も
て
な
し
し
た
い
。
ゆ
っ
た

り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。
こ
の
仕
事
に
は
終
わ
り
も
、
完

成
形
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
一
年

が
勝
負
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

動
き
始
め
た
能
登
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
。
そ
の
第
一
人
者
と
し
て
、
山

﨑
さ
ん
の
挑
戦
が
始
ま
る
。

本物の能登の良さを伝え
る―。都会から来た自分
にしかできないことを、
鉢伏山で実現したい。
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能登町宅地建物取引業組合
Address：能登町字宇出津タ字 38-4
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E-mail: info@notolife.com

街の駅ぽっぽ家

商工会 宇出津駅前バス停


